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1．大学におけるラーニング・コモンズの設置 
 近年，学内にラーニング・コモンズを整備する大学が増加している(奥田，2012)．ラーニ
ング・コモンズとはフレキシブルな空間，グループ学習室，ワークステーション，プレゼ
ンテーション室などの共同作業向きの場所，カフェやラウンジなどの社交的な施設(米澤，
2006)に加え，学生が自主的に問題解決を行い，自分の知見を加えて発信するという学習活
動全般を支援するための施設とサービス(原・加藤，2010；Bennett，2008)である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ラーニング・コモンズにおいては，従来の大学教育のように大規模教室で教授の陳述を
学生が聞き取る(寺崎，1999)といった受動的な知識注入型の学びではなく，アクティブラー
ニングと呼ばれる学生参加型授業や，正課外活動を含めた学生自身による主体的な学びに
より，例えば社会人基礎力(経済産業省，2006)といった「力」の育成が目指される． 
こうした学習環境の整備を含めた学習から学修へ(文部科学省，2012)というパラダイムシ
フトは，文部科学省主導のもと各大学へのラーニング・コモンズの新設・改築という形で，
近年全国の大学において急激に進められている(奥田，2012，2013)．しかしながら，たと
え大学教育にラーニング・コモンズといった学習環境や，アクティブラーニングといった
教授法が導入されたとしても，それらがそこで学ぶ学生たちのキャリア形成や未来への見
通しと密接に関連していなければ意味が無い (溝上，2012)．本論は大学生の時間的展望と
いう視点からアプローチすることによって，大学生の学びを検討するものである．  
   Fig.1 東京大学 KALS   Fig.2 共愛学園前橋国際大学 KYOAI COMMONS 
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2．KYOAI COMMONS というラーニング・コモンズ 
 本研究の対象となる共愛学園前橋国際大学ラーニング・コモンズ：KYOAI COMMONS
は，ラーニング・コモンズとコミュニケーション・コモンズの 2 つのゾーンから成る 1 階
と，ラーニングスタジオから成る 2 階の，2 層・3 つのゾーンから構成されている． 
 
 
 
ラーニング・コモンズは Seminar Studio，Study Area，i-Reading Area，Creative Studio，
International Area，Group Work Area ，ICT Area の 7 つのエリアから構成されている． 
   
 
   
ラーニング 
コモンズ 
コミュニケーション 
コモンズ 
ラーニングスタジオ 
Fig.4 Seminar Studio Fig.5 Study Area 
Fig.6 i-Reading Area Fig.7 Creative Studio 
 
Fig.3 KYOAI COMMONS 
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加えて，コミュニケーション・コモンズの KYOAI Plaza がプレゼンテーションエリアと
して併用されている．これらのラーニング・コモンズに加え，KYOAI COMMONS は 1 階
の Restaurant，Student Café，Lounge，2 階のラーニングスタジオ，Seminar Studio:17
席，Lecture Room:48 席＊2，40 席＊2，88 席(※使用目的に応じて 2 教室に分割)，エリア
から KYOAI COMMONS は構成されている． 
 
 
 
KYOAI COMMONS は全体的にエリア間の壁を排す，あるいはガラス張りとされている．
そのため他のエリアからも各エリアが可視的な空間となっており，受講者以外の学生たち
もいつでも他の学生の学びや活動の姿を見ることができる．また，ほとんどの机や椅子は
可動式であり，その時々の使用目的によってその形を変え，白い壁にはどの面にもプロジ
ェクターで PC などの画面を映し出すことができる．自習室である Study Area も含め，全
てのエリアでは学習指導員や他の学生と話しながら協同的に学ぶことが目指されている． 
Fig.8 International Area Fig.9 Group Work Area 
Fig.11 ICT Area Fig.12 KYOAI Plaza 
Fig.13 Lecture Room4201－4206 
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3．“社会文化心理学”という PBL 型授業 
 本研究の対象とする「社会文化心理学」は，グループ・ディスカッション，グループ・
ワークなどのアクティブラーニングが多く配置された，問題解決学習(PBL：Problem 
/Project-Based Learning)型の授業である．また，「社会文化心理学」は特定の専攻の学生
だけではなく，全専攻の学生達が履修可能な 2 年次配当の科目である． 
本研究が対象とした 2012 年度の履修学生は，4 年生 4 名(男性 1 名，女性 3 名)，3 年生 8
名(男性 3 名，女性 5 名)，2 年生 8 名(男性 5 名，女性 3 名)の計 20 名であった．また，TA
として大学院生 2 名と，既に前年度までに社会文化心理学を履修した学部生 3 名，コモン
ズコンシェルジュ(学習指導員)1 名が本実践に参加した． 
 
3-1 社会文化心理学の概要(シラバスより) 
社会文化心理学の概要をシラバスから抜粋し，以下に示す． 
 
大学生である皆さんの周りには，様々な“文化”が取り巻いています．たとえばそれ
はアメリカと日本といった国という“文化”，偏見や障がいといった社会の中での“文化”，
ギャルとオタクといった集団の“文化”，そして「わたしとあなた」といった個人間での
“文化”．文化と呼ばれる現象は，様々なレベルで私たちを多重に包み込んでいます．グ
ローバル化の進んだ現代社会においては，こうした様々な文化の中でどれか一つの文化
に留まり続けるのではなく，様々な文化間を移動していくことが要請されます．本講義
においては心理学的な知識・知見を道具として用いながら，実際に上記のような様々な
文化間の移動を体験し，そのことによって現代社会において求められる，大学生として
の力を身につけることを目的とします． 
社会文化心理学ではこれまで，“文化”ということをキーワードに様々な実践を行って
きましたが，本年度は 2012 年度から新設された新しい学びの施設，“4 号館：KYOAI  
COMMONS”を使ってみたいと考えています．つまり，この授業で目指すのは「4 号館：
KYOAI COMMONS に集う，異なる様々な文化を持った学生たちを，どうしたら混交さ
せることができるだろうか」ということです． 
大学には，様々な文化を持った学生たちがいます．たとえばそれは，中国の留学生と
日本の学生といった国と国の“文化”，群馬出身の学生と他県出身の学生といった社会の
中での“文化”，ギャルとオタク，あるサークルと他のサークルといった集団の“文化”，
そして「わたしとあなた」といったように，根源的には私たちは一人一人異なる文化を
纏っています．こうした様々な文化を纏う学生たちを，ラーニング・コモンズという道
具を使ってどのように出会わせることができるでしょうか．この授業においてはこうし
た問題をみなさんと共に考えていきたいと思います．そのことによって，4 号館：KYOAI 
COMMONS という施設を，大学自体を，学生たちが創っていくという活動を共に体験
したいと考えています． 
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Fig.14 フィールドノート 
3-2 社会文化心理学の授業の流れ 
社会文化心理学は 15 回の授業で構成されており，大きく分けて Step1：学習期，Step2：
準備期，Step3：実施期の 3 つのステップから構成されている． 
 
Table1 社会文化心理学の流れ      Table１における一般的なアクティ
ブラーニングとは，知識の定着・確認を
目的とした授業を指す．例えばコメン
ト・質問を書かせる，理解度を確認(クリ
ッカー／小テスト／ミニレポート)など
がある．対して高次のアクティブラーニ
ングとは知識の活用を目的とした授業
を 指 す ． 例 え ば 問 題 解 決 学 習
(Problem/Project-Based Learning)，問
題発見学習，などが含まれる(溝上，2011)． 
 
Step1：学習期：第 1 回～第 4 回 
 Stetp1：学習期は，Step2 以降の実際のワークを行うための道具を修得する段階である．
履修学生たちはこの学習期において，第一に心理学の理論的視点という道具，第二に現代
における高等教育の現状についての体系的知識という道具，そして第三にフィールドワー
クという方法論的道具を修得することを目的とする． 
 第 1 回：「オリエンテーション」においては授業の概要，教授法，評価方法などの講義の
詳細について学生にオリエンテーションを行う．第 2 回「心理学から見た文化」において
は従来の心理学における文化研究を概観し，社会文化心理学という視点からの文化へのア
プローチの独自性を紹介する．第 3 回「フィールドワーク」においては第 2 回で修得した
心理学的な視点を道具として，実際に KYOAI COMMONS の中をフィールドワークする． 
各自がラーニング・コモンズ内を自分の足で歩き，自分の目で観察し，特徴的な点や気に
なる点は写真を撮り，自分独自のフィールドノートをつける．  
 
 
  
   
 
 
 
 
 
Fig.15 ラーニング・コモンズフィールドワーク 
一般的なAL 高次のAL AC TH TW
第１回 ： オリエンテーション ◯
第２回 ： 心理学からみた文化 ◯
第３回 ： フィールドワーク ◯ ◯ ◯
第４回 ： 大学での学び ◯
第５回 ： プレゼン① ◯ ◯ ◯ ◯
第６回 ： プレゼン② ◯ ◯ ◯ ◯
第７回 ： プレゼン③ ◯ ◯ ◯ ◯
第８回 ： これまでのまとめ ◯ ◯ ◯
第９回 ： プレゼン④ ◯ ◯ ◯ ◯
第10回 ： プレゼン⑤ ◯ ◯ ◯ ◯
第11回 ： プレゼン⑥ ◯ ◯ ◯ ◯
第12回 ： ここまでのまとめ ◯ ◯ ◯
第13回 ： プレイベント ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
第14回 ： イベント実施 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
第15回 ： リフレクションとまとめ ◯ ◯ ◯
社会人基礎力　　AC:アクション　TH：シンキング　TW:チームワーク
Step1
学習期
Step2
準備期
Step3
実施期
社会人基礎力アクティブラーニング（AL)
Step名 授業タイトル
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 第 4 回授業「大学における学び」においては，各自第 3 回で行ったフィールドワークの
結果をプレゼンテーションする．その上で担当教員から国内外の他大学におけるラーニン
グ・コモンズを紹介し，自らの大学のラーニング・コモンズとの共通点，差異を検討する．
また，授業の最後に履修学生を 3 グループに分け，グループ毎に他大学のラーニング・コ
モンズにおける学生主体の正課・正課外活動についてリサーチする． 
 グループ編成においては，同学年・同専攻の仲の良い者同士でグループになるのではな
く，学年・専攻が混ざり合うように配置する．そのことによって『4 号館に集う，異なる様々
な文化を持った学生たちを混ぜ合わせる企画』を実施する学生たち自身が，まずハイブリ
ッド(山住・エンゲストローム，2008)やコンタクトゾーン(Pratt，1992；Engström，2008) 
と呼ばれる社会的空間の中で，異なる学生文化の混交という文化的な越境(Engström et al.，
1995)を経験するものとする．この点も社会文化心理学という実践の独自性の一つである． 
 
Step2：準備期：第 5 回～11 回 
 Step2：準備期は，Step1 で習得した理論的道具，知識という道具，方法論的道具を用い
て各グループ自ら実際にイベント企画を立案し，そのイベントの計画，イベントの実現に
向けた準備活動を行う段階である． 
 第 5 回授業においては Step1 において修得した 3 つの道具に加え，担当教員と TA によ
りプレゼンテーション・文献のリサーチ・コンセンサスの取り方などのジェネリックスキ
ル(山田・森，2010)についてのレクチャーを行う．その上で，再び社会文化心理学という授
業の課題である「各グループで考案した『4 号館に集う，異なる様々な文化を持った学生た
ちを混ぜ合わせる企画』を実際に 4 号館で行う」というテーマを確認する．第 6 回から第
11 回授業においては，基本的に各グループでの活動となる．各グループに 1 名，前年度ま
でに社会文化心理学を受講した学生を TA として配置し，担当教員・TA 学生・大学院生が
グループワークのファシリテーションを行いながらグループワークを進める．グループワ
ークの際には，各グループは KYOAI COMMONS における Group Work Area のパーティ
ション式ホワイトボードや ICT Area の PC，i-Reading Area の iPad などのラーニング・
コモンズにおける学習機材を用いて自分たちの企画の立案・準備を進める． 
 
Fig.16 各グループでのディスカッション 
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Fig.18 コモンズ企画書 
Fig.19 プレゼン評価フィードバック 
各授業のはじめには，前週までのグループ活動の中間報告として，各グループ 10 分から
15分程度のプレゼンテーションを行い，他グループやTAからのスーパーバイズを受ける．  
 
  
Fig.17 各グループのプレゼンテーション 
 
 各グループのプレゼン中には Twitter を用いて，他グループの
学生や TA，そして担当教員が気づいた点や改善点をつぶやき，
議論の様子も TA の学生によって Twitter 上に公開される．その
ため，議論には授業を履修していない学生や，他大学の学生，他
大学の大学院生や教員も参加することができる．それらのコメン
トは Web サービスを用いてログ化され，facebook ページにその
週の活動の概要とともに掲載される．その為，履修学生たちは後
からでもそれらのログを参照し，自分たちのグループの企画の改
善に用いることができる． 
また，毎回 Web サービスを用いたプレゼン
評価シートを他グループ，TA，教員が記入し，
その結果は翌週にフィードバックされ，各グル
ープのプレゼンの改善に用いることができる．
プレゼンは壁の無いプレゼンテーションエリ
アで行われるため，各グループのプレゼンの様
子は，履修していない空き時間の学生や通り
がかりの学生たちも聴講することができる． 
各グループの企画は，プレゼンとしてまとめることに加え，社会文化心理学指定の企画
書にまとめる．企画書は TA の学生たちが添削し，より質の高いものへ書き直すことが求め
られる．完成した企画書はコモンズコンシェルジュを経由して総務課，学生センター，そ
して教員・職員から構成される 4 号館委員会へと提出される．各グループの企画は大学事
務・4 号館センターで検討され，使用方法，リスクマネージメント，実現可能性といった点
から検討され，実施の許可が降りるまで何度も返却される．その過程において学生たちは
大学側との交渉といったコミュニケーション力や，企画が通るまで粘り強く改善するとい
ったアクション・シンキングといった力が育成される． 
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Fig.21 PICCOMONs 
Step3:実施期：第 12 回～15 回 
 Step3：実施期は，第 11 回授業までに各グループで企画・推敲してきた『4 号館に集う，
異なる様々な文化を持った学生たちを混ぜ合わせる企画』を実際に実施し，最後に企画の
リフレクションを行う段階である．第 12 回授業においてはこれまでの授業を振り返り，イ
ベントの最終的な再確認を行い，全体ディスカッションを行う．第 13 回授業では各グルー
プのリハーサルを行い，イベント進行の流れを確認する．実際に“やってみる”ことによ
って，自分たちの想像だけでは気づくことができなかったイベントの盲点を確認し，実際
の実施に備える．2012 年度は，「人間オセロ」「PICCOMMONs」「だつごくゲーム in KYOAI 
COMMONS」「MUSIX」の 4 つの企画が実施された． 
・人間オセロ 
 人間オセロは，日本人学生と留学生という異
なる文化をもつ学生たちを混ぜあわせること
目 的 と し た イ ベ ン ト で あ る ． KYOAI 
COMMONS の床をオセロのマスに見立て，学
生たちに白黒それぞれの石になってもらうこ
とでオセロを行う．自分たち自らオセロの石に
なるという非日常的体験の中で，隣り合った見
知らぬ他者との間に自然と会話が生まれる．
2・3・4 年生から編成されたグループは，こう
した狙いを元にリハーサルを重ね，イベント当
日には多くの留学生，日本人学生が参加してくれるという大成功を収めた．準備期には学
年の異なるメンバー同士で対立し，グループ解散の危機に直面した事もあったが，最終的
にはメンバー全員揃ってイベントを実施することができた． 
・PICCOMONs 
 PICCOMMONs は，写真というメディアを
通じてこれまで繋がることのなかった学生た
ちの文化を繋げようというイベントである．共
愛学園前橋国際大学では入学時に履修登録や
授業で使用するために iPod touch が全入学生
に配布される(2013 年度からは Nexus7)．その
ため，ある意味でいえば 1000 名を超える学生
たちの全員が，日々カメラを持ちながら学生
生活を送っているともいえる．こうした全国
でも特異な状況を活かし，学生たちが撮影した写真を使ってモザイクアートを作ろうとい
うのが PICCOMONs の企画であった．企画段階では大学事務と使用場所などの交渉を何度
も繰り返し，粘り強く実施までこぎつけることができた． 
Fig.20 人間オセロ 
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Fig.23 MUSIX 
・だつごくゲーム in KYOAI COMMONS 
だつごくゲーム in KYOAI COMMONSは，
近年様々な施設を会場として行われている
「脱出ゲーム」を大学のラーニング・コモン
ズを用いて行おうというイベントである．遊
びながら学ぶ，というゲーミフィケーション
(井上，2012)の手法を取り入れ，身体全体を
使ってラーニング・コモンズを体験すること
を目的としている．ゲーム当日に集まった学
生たちは，4 人組となってラーニング・コモ
ンズからの脱出を試みる．授業期間中の実施
には至らなかったが，逆に夏季休暇という期間に行うことによってラーニング・コモンズ
全体を使用することができ，参加した学生たちには大好評であった． 
・MUSIX 
 MUSIX は聖歌隊と軽音楽部という，これまで交わるこ
とがなかった学内の音楽系サークル同士のコラボレーショ
ンを狙った企画であった．また，他のイベントとは異なり
初の夜間イベントであった点も独創的であったといえよう．
大人数の学生たちが所属する 2 つのサークルのメンバーと
何度もミーティングを重ね，それぞれのスケジュールを調
整しながら企画を進めるのは困難であった．また，夜間の
開催を実現するための大学との交渉も容易なことではなか
った．2・3・4 年生で編成されたグループはメンバー同士
で何度も企画を修正しながら実施まで辿り着き，音楽とい
う学生たちにとって身近なコンテンツを用いたイベントは
大成功を収めた． 
 第 15 回授業においては社会文化心理学という授業のリ
フレクションを行った．Fig.24 に示した社会人基礎力の個
人別フィードバックを各履修者に返却し，15 回を通しての各履修者の活動，そして各グル
ープのイベントを振り返り，達成できた点と課題と残された点についての全体ディスカッ
ションを通して社会文化心理学という授業全体についてのリフレクションを行った． 
 
 
 
 
   
Fig.22 だつごくゲーム 
 in KYOAI COMMONS 
Fig.24 社会人基礎力の推移結果個人別フィードバック 
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4.問題と目的 
 本研究は，社会文化心理学というラーニング・コモンズにおける PBL 型授業実践を通し
て，大学生の時間的展望と社会人基礎力の育成の効果を検討するものである． 
時間的展望とは，Lewin(1951)によれば「ある一定時点における個人の心理学的過去，お
よび未来についての見解の総体」と定義されている．近年，大学へのラーニング・コモン
ズの設置が急がれているが，たとえ大学にラーニング・コモンズといった学習環境や，ア
クティブラーニングといった教授法が導入されたとしても，それらがそこで学ぶ学生たち
のキャリア形成や未来への見通しと密接に関連していなければ意味が無いといった溝上
(2012)の指摘のように，大学における学生たちの学びは，大学という社会的な文脈に閉じて
いては意味を成さない．大学で学ぶ学生たちの過去・現在・未来という時間的展望の中で
そうした学びがどのように位置づいているのかという視点が重要である． 
そのため本研究は，大学生の時間的展望に着目し，ラーニング・コモンズにおけるアク
ティブラーニングという近年の大学における学びの中で，大学生たちの社会人基礎力とと
もに，時間的展望がどのように変化するかを検討する． 
 
5.方法 
調査協力者：2012 年 4 月から 7 月にかけて，ラーニング・コモンズで行われた PBL 型(ア
クティブラーニング)授業を履修している 20 名が本研究に参加した． 
 
研究 1：PBL 実践を通した時間的展望と社会人基礎力の変遷 
授業期間中の履修学生たちの社会人基礎力と時間的展望の変化を検討するために，以下の
2 尺度を，授業開始時(4 月)，授業中期(6 月初旬)，授業終了時(7 月)の 3 時期に履修学生た
ちに回答してもらった． 
 
1)時間的展望体験尺度(白井，1994)：18 項目：5 段階評定であり，目標指向性，希望，現在
の充実感，過去受容の 4 つの下位因子から構成されている． 
 
2) 社会人基礎力尺度(北島ら，2011)：36 項目：6 段階評定であり，主体性，働きかけ力，
実行力，課題発見力，計画力，創造力，発信力，傾聴力，柔軟性，状況把握力，規律性，
ストレスコントロール力の 12 の下位因子から構成されており，さらに，主体性，働きか
け力，実行力をまとめたアクション，課題発見力，計画力，創造力をまとめたシンキング，
発信力，傾聴力，柔軟性，状況把握力，規律性，ストレスコントロール力をまとめたチー
ムワークの 3 領域にまとめることができる． 
 
 また，15 回の授業，及びイベントは全てビデオで録画し，各グループの活動や学生たち
の特徴的な活動，途中で生じた問題などの点は適宜フィールドノートに記録した． 
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Fig.25 アンケート用紙 
研究 2：授業についての振り返り：アンケート調査 
 授業受講中ではなく，その経験が再帰的に振り返ることができる
授業終了からしばらく経過した時点において，学生たちが社会文化
心理学という授業をどのように捉えているのかを検討するために，
以下の質問を自由記述のアンケートで回答してもらった． 
1.「社会文化心理学」の中で，印象に残っている出来事 
2.「社会文化心理学」で，あなたが学んだこと 
3.「社会文化心理学」を受講したことで，あなたが変わったこと 
 
6.結果と考察 
6-1.履修学生の社会人基礎力の変化 
各時期における履修学生たちの社会人基礎力(大項目)得点の推移を Fig.26 に，社会人基
礎力(各項目)得点の推移を Fig.27 に示した．  
 
Fig.26 社会人基礎力尺度(大項目)の変化 
  
 
Fig.27 社会人基礎力尺度(各項目)の変化 
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その結果，履修学生の社会人基礎力についてはアクション，シンキング，チームワーク
のいずれも大きな変化は見られなかった．各項目においては主体性，課題発見力，柔軟性，
規律性に得点の低下が見られ，働きかけ力，実行力，計画力には得点の上昇が見られた． 
 
6-2.履修学生の時間的展望の変化 
 各時期における履修学生の時間的展望の得点の推移を Fig.28 に示した． 
 
Fig.28 時間的展望体験尺度得点推移 
 
 その結果，希望と現在の充実感得点の低下(現在の充実感は下降，その後上昇)が見られ，
目標指向性と過去受容得点に上昇が見られた． 
 
6-3. 授業についての振り返り：アンケート調査 
20 名の履修学生のうち 16 名から回答を得た結果を，以下の Table2 に示した． 
 
Table2 履修学生の「学んだこと」 
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TW：
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GS：
・
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・
・
・
・
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picasaなどのツール(3年：男性)
私は一人では無力なこと(2年：女性)
専攻という学生異文化間の交流の少なさを改めて実感(2年：女性)
人を集める事のむずかしさ(2年：男性)(3年：女性)
リスクマネージメント(3年：女性)
どんな人の考えも偏見なく捉える事(2年：男性)
事前の根回しが重要である(3年：男性)
イベント運営は難しいことが学べた(3年：男性)
企画立案・運営において、年齢などの上下関係を意識しすぎる必要はないという
こと(2年：女性)(2年：男性)
企画の段階では出来ていたことが本番ではうまくいかないこともある(2年：男性)
１人で頑張りすぎないこと(3年：女性)
わたしにとってリーダーという役割が向いていないということ(3年：女性)
AC:アクション　TH：シンキング　TW:チームワーク　GS:ジェネリックスキル
※学年表記は社会文化心理学を履修当時の学年である．
社会人基礎力・ジェネリックスキル
最後まであきらめない事(2年：男性)
何事も自ら考え、率先して自ら行動する事(2年：男性)
何事にもチャレンジする事(2年：男性)
失敗に負けない事(2年：男性)
準備がどの作業にも重要である。(3年：男性)(2年：男性)
グループでの活動の仕方(3年：男性)
相談の仕方(3年：男性)
人にうまく頼る事(2年：男性)
情報共有の重要さ(3年：女性)(3年：男性)
役割分担を適度に担い合うべき(3年：女性)
人と話を合わせて会話をする技術力向上には非常に貢献した
ように思います。そ(2年：女性)(2年：女性)
人との意見のすり合わせは容易ではない。(3年：男性)
集団、グループの難しさです。個人でなにか行うより、集団で話
し合い、決定し、行うということが難しいという考えはこの講義を
受講する前では考え得なかったことです(3年：女性)
文章の書き方(3年：男性)
プレゼンテーション力(3年：男性)(3年：女性)
企画の難しさ。企画を通す企画書の作り方相手に納得してもらう
ための説得の仕方(2年：女性)
どのように他者を巻き込むか(2年：女性)
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本論では大学生の「学び」という点に焦点化するため，3 つの質問のうち 2.「社会文化心
理学」で，あなたが学んだこと，3.「社会文化心理学」を受講したことで，あなたが変わっ
たことの 2 点の回答を中心に検討する．また，履修学生の「学んだこと」の中でも特に特
徴的であった回答を以下に示す． 
 
人を頼ること，でしょうか．＊＊(プライバシー保護)は私個人の力だけでは達成でき
なかったイベントでした．他の3人のメンバー，先生，コンシェルジュ，TA，そしてこ
のイベントに参加してくれた人たちの助けがあって完成したイベントでした．(中略)「自
分がひっぱらなきゃ，一人でやらなきゃ」という意識が強かったですが，挫折して「他
の人に頼る」と考えが変化しました．授業を通して，自分一人でやるより他の人と協力
して取り組んだ方が良くなるということを，実感として学べたと思います．(3年：男性) 
 
 「社会文化心理学」を受講したことで，あなたが変わったことについては以下の Table3
に示した回答が得られた． 
 
Table3 履修学生の「変化したこと」 
 
 
また，履修学生の「変化したこと」の中でも特に特徴的であった回答を以下に示す． 
 
当時は「グループでなにかの企画を立てて，それぞれに仕事を配分し，運営する」と
いうことの大変さを知らず，常に期日に追われドタバタしており，かなり辟易していま
した．しかし，今就活生となって改めて考えてみると，将来社会人となればあのような
ことが常と化すのだろうとわかります．そう考えると，学生のうちに企画を立てて実行
するという経験ができて良かったとも思えます．当時を振り返ると，反省すべき点は多
くありますし，自分の未熟さに赤面しそうになりますが，「社会文化心理学」の講義を
通して，自分の短所や長所，向いていることなども知ることが出来ました．今は，それ
らを意識して，サークル活動やグループ活動に勤しむようにしています(2年：女性) 
 
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
チームのマネジメントが出来るようになったと感じております。従来の私は、様々な仕事の多くを自分一人でやってしまう傾向にありました。その理由は一人で
やった方が仕事が早いからです。社会心理学の授業を行っていく中で、自分一人ではなく周りの人と力を合わせ、自分一人で行うよりも、より高いパフォーマン
スを出せるようなチームマネジメントが出来るようになったと考えております(4年：男性)
受講する前までは、1人でやった方が楽だから1人でやろう。という考えでしたが、集団での難しさゆえの達成感などを分かち合えるため、なるべく人を巻き込ん
でなにかを行うことが増えました(3年：女性)
人前に立つことへの慣れと言いますか、そういうことに関して積極的になったことです。社会文化心理学で発表に慣れることが無かったら、***(プライバシー保
護の為省略)もやらなかったと思います。あとストレス耐性がつきました。「神経が図太くなった」というイメージです(3年：女性)
他のイベントなどに対して積極的に参加することが出来るようになった(3年：男性)
自分は何もできない人間だと思っていたが、少し自信がついた(3年：男性)(2年：男性)
以前は「何かしたい」と思っていたが、その「何か」を発見することが出来るようになった(3年：男性)
議論に参加する意欲アップ(2年：男性)
他人を頼れるようになった。仕事を分配できるようになった(2年：女性)(2年：男性)
達成困難な課題を簡単に投げ出さず「ま、なんとかなるか」と言ったように重く捉えすぎないようになった気がします。物事を一人で何とかしようとするのでなく、
助けてくれる誰かに頼ったり、一人で抱えないよう意識するようにはなったと思います。またどうにもならないときや自分の求めるクオリティまで達成できる見込
みが無くなってしまった時でも、「今やれることをしっかりやればいいか」とある意味軽く物事を考えれるようにもなりました(3年：男性)
この授業で、何かを始める前に細かく計画して準備できるようになったことが一番かわったことでしょう(2年：男性)
何かを計画する際、授業でも旅行でも趣味に関することでも、実行に伴う危険性を考えた上で、それをどのように回避できるかまで考えるようになった。以前
だったらリスクがあるとわかったら「やりたくないしやらない」と考えていたが、それを回避するための要素はたくさんあるということにこの授業のディスカッション
などを通して気づくことができた。一つ一つを細かく組み立てられるようになったことは、就活におけるESや面接での受け答えにとても役に立っていたと感じる(3
年：女性)
受講以前より人と上手に話せるようになったと感じています。やはり企画を運営するうえでチームメイトはもちろんのことコンシェルジュや学校関係者の方との話
し合いの場が多く、「話す」機会が増えたことが大きな要員でしょう。これからも本講義で得たスキルや人間関係を大事にしていきたいと思います(2年：女性)
履修学生のコメント一覧
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7.総合考察 
7-1.社会人基礎力と時間的展望の変化 
研究 1 の結果からは，4 月から 7 月という，半期 4 ヶ月という学習期間における履修学生
たちの社会人基礎力や時間的展望の得点には大きな変化は見られなかった．もちろん半期 4
ヶ月という短期間の中で履修生全員が見違えるほど発達するといった単純な図式ではない．
個別に見ると社会人基礎力については主体性，課題発見力，柔軟性，規律性において得点
の低下が見られ，働きかけ力，実行力，計画力においては得点の上昇が見られた．時間的
展望においては希望と現在の充実感得点の低下が見られ，目標指向性と過去受容得点の上
昇が見られた．こうした結果が得られた要因を個人差と自己評価という視点から考察する． 
第一に，履修学生たちの社会人基礎力，時間的展望得点の推移は，履修学生全員が同一
の推移のパターンを示すというよりも，むしろその推移のパターンにはばらつきが見られ
た．本実践においては授業開始時，授業中期，授業終了時と回を重ねるにつれて各得点が
上昇していく学生と，回を重ねるにつれて各得点が下降していく学生の両者が見られ，結
果として全体を平均値化した際にそうした相反する推移のパターンが相殺されてしまった
可能性がある．本研究においては履修学生全体の傾向を掴む為，2・3・4 年生，全専攻の学
生たちの総合的な得点の推移を検討したが，学年差や専攻，あるいはどのような学生には
PBL といったアクティブラーニングは効果的であり，どのような学生には効果が無いのか
といった，学生のタイプなどを独立変数とした詳細な検討の必要性が示唆されよう． 
第二に，研究 1 の結果は，履修学生自身の自己評価の得点の推移を示したものである．
教員や TA から見れば授業開始時に比べて充分に成長していると評価できたとしても，本人
としては自分が全く成長していないと自己評価する学生も見られた．また，授業開始時に
おいて自分はできる方だと思っていたが，上級生やこれまでは出会うことのなかった他の
専攻の同級生たちと出会うことによって自己に対する評価が低下したという学生も見られ
た．例えば，研究 2 における「1.「社会文化心理学」の中で，印象に残っている出来事」に
対する回答として「他の人の能力の高さに驚いた事(2 年：男性)」と回答した学生がいた．
こうした学生が授業開始時よりも授業中期，授業終了時には自らを低く自己評価していた
としても納得できる．このような視点から本研究の結果を考察すると，授業開始時に比べ
て授業中期，授業終了時において各得点が低下するという現象は，単に学習の失敗とネガ
ティブに捉えるというよりもむしろ，各履修者の学びの個別性と解釈することができる． 
 多くの心理学研究が明らかにしてきたように，学習過程は多くの場合単なる右肩上がり
の過程ではない．特に，青年期発達においては古くは Erikson(1950)におけるモラトリアム
概念が指摘するように時には葛藤を孕むものである．そのため，青年期発達を検討する際
には，単にある測度の得点が上昇したのか下降したのかという点だけに着目するのではな
く，様々な側面からの評価が必要であろう．本研究においては，学習者自身の自己評価と
いう指標を用いたが，今後はポートフォリオや TA 学生などの第三者による評価など，多様
な評価軸を用いた評価の必要性が示唆された． 
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7-2.社会文化心理学という PBL実践型授業 
社会文化心理学のような PBL 実践型授業は，学生たちにとっては非常に“しんどい”．あ
る時一人の履修学生が「先生，＊＊さんはこの授業は“しんどい”から取らないと言って
いましたよ」と語っていた．多くの学生，特に効率的に良い成績を取ることに長けている
ハイパフォーマーの学生にとっては，大規模講義でテストに回答して単位を取るという戦
略を取った方が，多くの授業外学習の必要もなく，他者と衝突することもなく一人で課題
をこなし，言われたことをこなせば良いという意味でもリスクは少ない． 
初等教育や中等教育において受動的な学びのスタイルを身体化してきた学生たちにとっ
て，与えられたテーマに対して単一の回答を出すのではなく，インプットとアウトプット
の両方を学生自ら決定する(奥田，2012)，というアクティブラーニング形式の課題はとても
“しんどい”課題として映るであろう．つまり，現代の多くの大学生にとっては「これを
やりなさい」という不自由よりも「自分の好きなように学んで良い」という自由の方が恐
怖として立ち現れる．現代の大学生の多くが「自由」は苦手である．しかしながら，日本
経済団体連合会(2004)による「与えられた知識だけに頼るのではなく，物事の本質をつかみ，
課題を設定し，自ら行動することによってその課題を解決していける人材を育成すること
が急がれる」といった指摘のように，こうしたインプットとアウトプットを自ら判断し行
動する力こそ，現代社会において高等教育を修めた人材に必要とされる力である． 
また，社会文化心理学のような PBL 実践型授業の中では，多くの学生達がある意味での
挫折を経験する．研究 2 における「わたしにとってリーダーという役割が向いていないと
いうこと(3 年：女性)」という回答や，「「自分がひっぱらなきゃ，一人でやらなきゃ」とい
う意識が強かったですが，挫折して「無理だから他の人に頼る」と考えが変化しました(3
年：男性)」という回答からも，学生たちがある意味での挫折を経験していることが伺える．
現代社会の大学生にとって「失敗」は最も避けたいリスクのうちの一つ(榎本・立花，2013)
であり，多くの学生たちにとって挫折は「失敗」のうちの一つとして考えられている．し
かしながら，青年期発達において挫折はネガティブな影響のみを与えるものではない(神原，
2009)．もちろん，単に授業の中に挫折があればあるほど良いというわけでは決してない．
学生たちが，学びの中で挫折したとしてもサポートできる教員，TA を始めとする大学内連
携というソーシャル・メンタルサポート体制が整っている必要がある． 
「自分はこの授業でとても伸びた」と自己評価する学生と，「自分はこの授業で駄目だと
いうことがわかり，A の道は諦めて B の道に努力することにした」と自己評価する学生の
両者は，単に前者には学習の効果があり，後者には学習の効果は無かったと結論づけて良
いものだろうか．本研究の視点からは，両者は異なる発達の過程を経ながらも共に成長し
ているとみなすことができよう．研究 2 で見られた「挫折して「他の人に頼る」と考えが
変化しました(3 年：男性)」という語りからは，失敗して萎縮する大学生の姿というよりも
むしろ，その挫折を受け止め授業前よりもさらに成長した大学生の姿を見ることができる．  
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7-3.大学生の時間的展望の育成を促進する学び 
研究 1 の結果からは，履修学生たちが社会文化心理学という授業を通して未来に対する
目標を指向し，自らの過去に対する意味づけをしなおすことによって過去を受容し，そし
て現在に高い充実感を得られるようになっていったプロセスが伺える．社会文化心理学と
いう PBL 型実践においては，履修学生たちはこれまで見てきたように成長と挫折の葛藤を
経験する．そうした葛藤の中で，履修学生たちは自らの過去を振り返り，自らの未来を展
望し，現在の活動に立ち向かっていく．例えば，研究 2 における履修学生(2 年：女性)の回
答からは，「将来社会人となれば」(未来)，「当時を振り返ると」(過去)，「今は，それら
を意識して」(現在)といったように，学びにおける大学生の時間的展望が伺うことができる． 
これまで，時間的展望研究においては様々な視点から大学生の時間的展望研究がなされ
てきた(都筑・白井，2007)．しかし大学生の時間的展望の実態を検討する研究はあったもの
の，そうした大学生の時間的展望に介入しようという視点からの研究は皆無であった．こ
れまで積み上げられてきた時間的展望研究の知見は，大学生のキャリア教育が声高に叫ば
れ，大学教育が急激な変化にある現代社会にこそ有用であり，高等教育における理論と実
践の接合が必要とされよう．特に，既に何らかの目標を持っている大学生や将来への動機
づけが既にある大学生だけではなく，現代の高等教育において不適応を起こしてしまう大
学生，あるいは大学から社会への移行に躓いてしまう大学生に対してこそ，学びの中でど
のように時間的展望を育成していくのか，という視点が重要であるといえよう． 
 大学教育において，大学生の時間的展望の発達を単に学生たち自身に委ねるのではなく，
学生たちの時間的展望の発達にどのように時間的展望研究が関わる実践を行うことができ
るのだろうか．最後に履修学生の回答を紹介する．「なにより，充実感のある経験ができ
た(3年：男性)」．大学教育に携わるものとしては、これ以上の喜びはない． 
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